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藤沢市ＳＤＧｓ共創指針 

－「藤沢らしさ」を未来に引き継ぐ 「みんな」で進めるＳＤＧｓ－ 

 

２０２１年（令和３年）１０月策定 

２０２６年（令和８年） ３月改定 

 

１ 本指針の趣旨と改定の経緯 

 ２０１５年（平成２７年）９月に「持続可能な開発のための２０３０アジェン

ダ」が国連の全会一致によって採択され、ＳＤＧｓ（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ、持続可能な開発目標）が示されてから、

約１０年が経過しました。ＳＤＧｓの達成期限は２０３０年（令和１２年）とさ

れていることから、達成に向けた終盤の段階に入ったと言えます。 

 しかしながら、新型コロナウイ

ルスのパンデミックをはじめ、解

決への道筋が見えない戦争や紛

争の発生、「地球沸騰化」とも形容

される地球温暖化とそれに伴う

自然災害の激甚化など、世界の現

状はＳＤＧｓがめざす姿とはか

け離れていると言わざるを得ま

せん。２０２５年（令和７年）に

発表された国連のレポートによ

ると、達成が見込まれるＳＤＧｓ

のターゲットは全体のわずか１８％程度に留まっています。 

 本市では、２０２１年（令和３年）１０月に「藤沢市ＳＤＧｓ共創指針」を策

定し、「藤沢市市政運営の総合指針２０２４」を補完しつつ、本市のＳＤＧｓ推

進の取組の方向性やめざす姿などを明らかにしました。当初はコロナ禍による

制限がありながらも、多様なステークホルダーによるＳＤＧｓ推進の取組が活

性化し、最新の調査（令和６年度）によれば市民の８７．３％がＳＤＧｓについ

て認知しているなど、ＳＤＧｓが市内に着実に浸透していることが見て取れま

す。 

 今回、２０２５年（令和７年）４月に「藤沢市市政運営の総合指針２０２４」

を「藤沢市市政運営の総合指針２０２８」として４年ぶりに改定しました。この

指針では、これまで以上に多様化・複雑化する社会課題に向き合い、概ね２０年

▲ＳＤＧｓの採択前夜に国連事務局ビルで行われたプロジェ

クションマッピング（ＵＮ Ｐｈｏｔｏ／Ｃｉａ Ｐａｋ） 
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後の未来の藤沢市の姿を見据え、引き続きＳＤＧｓの視点を取り入れながら、持

続可能な市政運営を行うこととしています。 

 ＳＤＧｓが描く誰一人取り残さない持続可能な世界は、本市がめざす未来の

まちづくりと軌を一にします。ＳＤＧｓの達成が危ぶまれ、先を見通せない社会

情勢にあるからこそ、改めてＳＤＧｓの理念（誰一人取り残さない）や考え方に

立ち返り、ＳＤＧｓの視点を生かした施策を行っていくことが求められていま

す。本市では、引き続き総合指針の着実な推進と、多様なステークホルダーとの

マルチなパートナーシップによる取組を通じて、藤沢市に暮らし、働き、学ぶす

べての人が、世代を超えて、自分らしくウェルビーイングを実感できる、郷土愛

にあふれたまちづくりを進め、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。 

 

２ これまでの取組 

 本市では、前述のとおり２０２１年（令和３年）１０月

に「藤沢市ＳＤＧｓ共創指針」を策定し、市民への普及啓

発、職員への浸透、ステークホルダーとの連携など、さま

ざまな分野において取組を進めてきました。 

 ２０２２年（令和４年）６月には、本市のＳＤＧｓ推進

のシンボルとなるオリジナルの「ふじさわＳＤＧｓロゴマ

ーク」を公募し、１６９点の応募作品から最優秀作品が決

定しました。 

 同年７月には、市内でＳＤＧｓ推進に取り組む企業・団体を登録する「ふじさ

わＳＤＧｓ共創パートナー制度」を創設し、１０月には第１期パートナーとして、

４０の企業・団体を登録しました。２０２６年（令和８年）１月末時点のパート

ナー数は１４９団体となっており、この間、ＳＤＧｓの推進に関連するテーマを

設定した勉強会や、パートナーの取組事例発表会の開催など、パートナー間の連

携を促進するイベントを多数行ってきました。パートナー企業と市の連携によ

る学生服回収事業や消防服アップサイクル事業も実現しています。 

 市民への普及啓発では、２０２２年（令和４

年）３月に本市オリジナルのＳＤＧｓリーフ

レット「はじめよう！ＳＤＧｓ」を作成したほ

か、市民センターと連携したワークショップ

の開催や、図書館での企画展示、市役所庁舎を

活用した「ＳＤＧｓキーワードラリー」など、

さまざまな事業を実施してきました。ふじさ

わＳＤＧｓ共創パートナーと連携した民間事▲ふじさわＳＤＧｓ共創パートナー登録証

交付式の様子 

▲公募で決定したふじさわ

ＳＤＧｓロゴマーク 
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業者が主催するイベントへの出展も定期的に行って

いるところです。市民への浸透を測る手段としては、

毎年度実施する「市民意識調査」の中で、２０２１年

度（令和３年度）からＳＤＧｓの認知度に関する設問

を設け、４年間にわたってデータを集計してきまし

た。 

 職員への浸透では、２０２１年度（令和３年度）と

２０２２年度（令和４年度）にｅラーニングによる研

修を実施しました。各部局で作成する各種個別計画

にＳＤＧｓ視点からの記載が進んでおり、事務事業

評価においてもＳＤＧｓ視点からの評価を取り入れ

ています。 

 その他、本市と茅ヶ崎市及び寒川町から成る湘南広域都市行政協議会の事業

として、２０２１年度（令和３年度）からＳＤＧｓ推進事業を実施しており、２

市１町合同の職員研修や市民向けの講演会の開催など、広域的なパートナーシ

ップによる取組も進めてきました。 

 

３ 現状認識 

 「市民意識調査」におけるＳＤＧｓ認知度は、令和３年度調査時の７５．２％

から毎年度向上を続け、最新の調査（令和６年度）では８７．３％となりました。

特に１８歳から２９歳までの若年層における認知度は９８．３％に達しており、

この５年程度のうちに、ＳＤＧｓということばが本市においても広く浸透した

ことがわかります。 

 一方で、ＳＤＧｓを一人ひとりが自分事として捉え、いかに日常の行動に移し

ていくかが求められています。ＳＤＧｓはとりわけ環境面の課題、具体的には節

電やエコバック、マイボトルの使用等から語られることが多く、日本において取

組が停滞しているジェンダー平等など、社会的な課題にも幅広く目を向けても

らう施策が必要です。 

 また、先の見通せない時代にあるからこそ、多様なステークホルダーが持つ知

恵、アイデア、ノウハウを出し合う互恵関係の中で、生活課題を解決する価値を

共創していく共通のキーワードとして、ＳＤＧｓをしっかりと活用していくこ

とが求められています。加えて、将来的な人口減少・超高齢社会の到来を見据え、

ＳＤＧｓの視点から地域づくりを進めていくことも重要です。 

  

▲藤沢市オリジナルリーフレット

「はじめよう！ＳＤＧｓ」 
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４ 推進方策 

（１）ＳＤＧｓの視点を入れた市政の取組 

ア ３つのまちづくりコンセプト 

 「藤沢市市政運営の総合指針２０２８」では、目指すべきまちの姿を明確

化するため、３つのまちづくりコンセプト（サステナブル藤沢・インクルー

シブ藤沢・スマート藤沢）を設定しています。とりわけ、「サステナブル藤

沢」と「インクルーシブ藤沢」は、ＳＤＧｓの考え方と理念（誰一人取り残

さない）を踏まえて設定しているものであることから、市のすべての施策に

反映できるよう、あらゆる施策の検討段階から取り入れていきます。 

 

３つのまちづくりコンセプト 

✓サステナブル藤沢 

藤沢らしさを未来につなぐ持続可能な元気なまち 

✓インクルーシブ藤沢 

共生社会の実現をめざす誰一人取り残さないまち 

✓スマート藤沢 

最先端テクノロジーを活用した 

安全安心で暮らしやすいまち 

 

イ インターリンケージ 

 ＳＤＧｓの推進においては、目標間のインターリンケージ（相互連関）を

的確に理解し活用することが重要であるとされています。本市においても、

施策検討の際には、経済・社会・環境の三側面が密接に影響し合うことを踏

まえ、シナジー（相乗効果）を最大化すると同時に、目標間で生じうるトレ

ードオフ（二律背反）の影響を最小限に抑えることが求められます。あらゆ

る施策においてインターリンケージを意識し、部局間のさらなる連携強化

を進め、経済・社会・環境の３つの分野の課題を統合的に解決していくこと

をめざします。 

 

ウ バックキャスティング 

 ＳＤＧｓの各目標は、将来の望ましい社会像を明確に描き出し、その実現

に向けて現在の課題や具体的な行動を逆算して導き出すバックキャスティ

ング（逆算思考）の手法に基づいています。本市においても、環境保全や地

域活性化など多様な分野の施策検討に際しては、この未来志向のアプロー 

  

▲藤沢市市政運営の総合指針

２０２８ 



5 

 

チを積極的に活用し、効果的かつ戦略的な政策立案を推進していきます。 

 

エ 共創 

 本市では、２０２５年度（令和７年度）から新たに共創推進課を設置し、

多様なステークホルダーとの連携による課題解決や新しい価値を生み出す

「共創」によるまちづくりを推進していくこととしています。ＳＤＧｓの推

進においては、とりわけゴール１７「パートナーシップで目標を達成しよう」

にあるように、多様なステークホルダーとの連携が欠かせません。あらゆる

施策において、ＳＤＧｓをキーワードに、産官学民の連携・共創を図ります。 

 

オ 子ども・若者の視点 

 ＳＤＧｓがめざす持続可能な社会の実現には、未来を担う子ども・若者の

参画が欠かせません。ＳＤＧｓの推進においても、「藤沢市子ども・若者共

育計画」をはじめとする、こどもまんなか社会の実現に向けた取組を踏まえ

た施策の検討・実施を図っていきます。 

 

（２）ふじさわＳＤＧｓ共創パートナー制度 

ア 制度の趣旨 

 本市においてＳＤＧｓの達成に向けた取組を行う企業・団体を「ふじさわ

ＳＤＧｓ共創パートナー」として登録することで、多様なステークホルダー

の活動を広く紹介し、相互の連携を深めることによる更なるＳＤＧｓの推

進と浸透を図っています。 

 

イ 制度運営の方向性 

 ＳＤＧｓをキーワードとした新たな企業・団体間の連携を促進するため、

交流会やテーマを設けた勉強会を開催し

ていきます。また、市ホームページを活用

し、パートナーからの主体的な情報発信

や、レディオ湘南の番組によるパートナー

の紹介を行います。加えて、庁内各課等と

パートナーの連携を積極的に行い、新たな

官民連携事業の創出を図ります。 

 

（３）幅広い普及啓発 

 ＳＤＧｓということばが社会全般に広く浸透したことを踏まえ、次のス

▲ふじさわＳＤＧｓ共創パートナー取組発

表・連携提案会 
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テップとして、「知っている」から「行動し

ている」へと変化を促す取組が求められて

います。市内の各市民センターや図書館、

「ふじさわＳＤＧｓ共創パートナー」をは

じめとするさまざまなステークホルダーと

連携し、とりわけジェンダー平等など、日

本において認識に遅れが見られる社会的な

課題に対しても、市民一人ひとりがＳＤＧ

ｓを日々の生活の中で実践できるような普及啓発のあり方を検討し、推進

します。 

 

５ アクションプログラムと推進体制 

 具体的な取組内容は、年度ごとに「藤沢市ＳＤ

Ｇｓ共創アクションプログラム」を作成し、示し

ます。また、総合指針を踏まえたさまざまなＳＤ

Ｇｓ推進に繋がる施策は全庁的に推進し、総合的

な調整や普及啓発、ふじさわＳＤＧｓ共創パート

ナー制度の運営等は企画政策部企画政策課が中

心となって行います。 

 

６ 期間 

 ＳＤＧｓの達成期限に合わせ、本指針の取組期間も２０３０年（令和１２

年）までとします。なお、総合指針の改定や、ＳＤＧｓの次の目標をめぐる

国連や国の動向に合わせて、適宜内容の見直しを行うものとします。 

 

以 上 

▶ 
▲民間イベントへの普及啓発ブース出展 

令和７年度藤沢市ＳＤＧｓ 

共創アクションプログラム 
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参考資料１ 

 

ＳＤＧｓの１７ゴール 

 

ゴール 内 容 

 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、 

持続可能な農業を促進する 

 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

 

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、 

生涯学習の機会を促進する 

 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う 

 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへの 

アクセスを確保する 

 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と 

働きがいのある人間らしい雇用（ディーセントワーク）を促進する 

 

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び 

イノベーションの推進を図る 
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ゴール 内 容 

 

各国内及び各国間の不平等を是正する 

 

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び 

人間居住を実現する 

 

持続可能な生産消費形態を確保する 

 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠

化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 

 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法への

アクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制

度を構築する 

 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、 

グローバル・パートナーシップを活性化する 

出展：環境省／すべての企業が持続的に発展するために－持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)活用ガイド－資料編［第２版］ 
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参考資料２ 

 

「市政運営の総合指針２０２４に関する市民意識調査」における 

市内ＳＤＧｓ認知度調査結果 

 

出典：市政運営の総合指針２０２４に関する市民意識調査（令和３～６年度） 


